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たいへん 
だね 
縁者は 
何と思って 
るんだ 



あの人も 
いけない 
と甲5 ぅの 

頑なんだ 
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協会では 

たいへんな 

あわてよぅ 
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とくに.土葬の 
習慣が^^つている 
地方の農家なんぞ 
では 


死者が 
出ても稲や 
蚕から手が 
離せない 


屍臭を 
ふせぐため 
といってね 


それなのに 
どぅして 
そのあとで 
お酒なんか 
飲まれたん 
ですか!? 


慕 




きな 

頭がガンガン 
したと思つたら 
急に目のまえが 
昏んじまつて 
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うかがいましたわ 
それで夏の陽差し. 
があんなに 
お好きだった 




それを死者は 
知つているから 
最期といぅ 
ときにそれを 
呑 ti *. ‘ 



わかるかね 
わしは百姓 
の生れなん 


それで 
■埋葬が七日 
やそこら 遅れ 
ることか 
あるんだ 
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それで. 



あなたと 
いぅ人の 

不思議な力 
を 思わずには 
いられない 
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黒牛を 
愛してる 
んだね 


受賞の 

対象になつた 
あの作品の 
老人も 
従って 
一わしでは 


その 
黒牛だ 


だからこそ 
あなたは 


このわしに 
魅かれたん 
だ 
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さん 
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